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２０２１年９月１４日（火）

愛知県教育委員会高等学校教育課

進路指導グループ

担当 山下・前田

入試改革グループ

担当 大谷

内線 ３８９６・３９１６

ダイヤルイン ０５２－９５４－６７８６

愛知県公立高等学校入学者選抜方法協議会議（令和３年度第２回）

の結果について

愛知県教育委員会では、本日、愛知県 （令和３年公立高等学校入学者選抜方法協議会議

度第２回）を開催し、教育長からの お知らせします。諮問事項についてまとめを得たので、

１ 日時

２０２１年９月１４日（火） 午前１０時から午前１１時３０分まで

２ 会場

愛知県庁本庁舎 ６階 正庁

３ 委員

２ページ「委員名簿」のとおり

４ 会議の内容

３ページから６ページ「愛知県公立高等学校入学者選抜方法協議会議（令和３年度第

２回）について」のとおり
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令和３年度愛知県公立高等学校入学者選抜方法協議会議

委 員 名 簿 （順不同・敬称略）

愛知教育大学教育学部教授 土 屋 武 志
つち や たけ し

名古屋大学教育基盤連携本部特任教授 林 誉 樹
はやし たか き

名古屋学芸大学ヒューマンケア学部教授 佐 藤 洋 一
さ とう よう いち

名古屋大学大学院教育発達科学研究科教授 石 井 秀 宗
いし い ひで とき

愛知教育大学教育学部教授 飯 島 康 之
いい じま やす ゆき

学校法人愛知享栄学園理事長 長谷川 信 孝
は せ がわ のぶ たか

トヨタ自動車株式会社人事部技能系人事室採用グループ長 高 嶋 忠
たか しま ただし

名古屋銀行人材開発部人事グループ副業務役 川 田 絵 里
かわ た え り

愛知県地域婦人団体連絡協議会副会長 鈴 木 みどり
すず き

愛知県公立高等学校ＰＴＡ連合会長 保 永 真 生
ほ なが まさ お

愛知県小中学校ＰＴＡ連絡協議会長 青 木 啓 祐
あお き けい すけ

名古屋市教育委員会指導部長 大 川 栄 治
おお かわ えい じ

東海市教育委員会教育長 加 藤 千 博
か とう かず ひろ

豊川市教育委員会教育長 髙 本 訓 久
たか もと のり ひさ

愛知県立岡崎高等学校長 柴 田 悦 己
しば た えつ み

愛知県立春日井高等学校長 須 田 文 清
す だ ふみ きよ

名古屋市立桜台高等学校長 伊 藤 司
い とう つかさ

愛知県立瑞陵高等学校長 嶋 田 麻知代
しま だ ま ち よ

東海市立三ツ池小学校長 鈴 村 俊 二
すず むら しゆん じ

名古屋市立東桜小学校長 新 井 宏 法
あら い ひろ のり

豊田市立足助中学校長 鈴 木 直 樹
すず き なお き

名古屋市立東港中学校長 太 田 智
おお た さとし

愛知県立豊明高等学校教諭 加 藤 聡 也
か とう とし や

名古屋市立工業高等学校教諭 齋 藤 大 地
さい とう たい ち

半田市立半田中学校教諭 鈴 木 雅 勝
すず き まさ かつ

名古屋市立東山小学校教諭 河 合 雄 介
かわ い ゆう すけ

◎

〇

◎は議長、〇は副議長
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愛知県公立高等学校入学者選抜方法協議会議（令和３年度第２回）について

本年度の諮問事項について、以下のとおりまとめが得られた。

○ 諮問事項

全日制課程における新しい入学者選抜制度の在り方について

<諮問理由>

令和２年１月の愛知県公立高等学校入学者選抜方法協議会議のまとめを受け、同年

（ 「 」６月に愛知県公立高等学校入学者選抜制度の改善に関する検討会議 以下 検討会議

という ）を設置した。。

検討会議では、①２校受検の在り方、②一般選抜の在り方、③入試日程の在り方、

④推薦選抜の在り方、⑤普通科における学区、群及びグループ分けの在り方等につい

て検討が行われ、同年１１月に改善の方向性についてのまとめを得た。

、 。このまとめを踏まえ 新たな入学者選抜の方法について具体的に定める必要がある

<まとめ>

全日制課程における新しい入学者選抜制度については、次のとおりとする。

１ 一般選抜における校内順位の決定方式について

(1) 調査書の評定得点と学力検査合計得点による「Ａ 「Ｂ」の区分は、行わな」、

い。

(2) 調査書の評定得点と学力検査合計得点の比率は、現行のⅠ、Ⅱ、Ⅲの３通り

の方式に、新たに評定得点を２倍する方式及び学力検査合計得点を２倍する方

式を加えて５通りとし、各高等学校があらかじめ選択する。

(3) その他の事項は、現行どおりとする。

２ 特色選抜について

(1) この選抜を実施することのできる高等学校・学科及びこの選抜に出願するこ

とのできる者は、次のとおりとする。

ア 農業、工業、商業、水産、家庭、看護及び福祉に関する学科

当該高等学校・学科の特色ある教育内容を理解し、その教育内容に関連す

る明確な進路目標と当該高等学校・学科で学習する強い意欲を有する者

イ 理数、体育、外国語、国際教養に関する学科及び総合学科並びにコースを

設置する若しくは特色ある教育課程を有する普通科

自然科学、人文・社会科学、スポーツなど特定の分野で優れた能力と顕著

な実績を有する者

ウ 地域に根差し、地域貢献を特色とする高等学校

当該高等学校で学習する強い意欲と地域社会に貢献する意志を有する者

実施の有無は、当該高等学校長が決定する。(2) この選抜の

(3) この選抜の じ実施時期は、一般選抜よりも早い時期に実施する推薦選抜と同

日又は連続する２日間で実施する。とし、各高等学校の実情に応じて１

この選抜と推薦選抜は、併願できないこととする。(4)
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(5) この選抜の定員は、推薦選抜とは別とし、当該高等学校・学科の募集人員の

２０％程度までを上限に、当該高等学校長が実情に応じて具体的な 枠を人数の

定める。

(6) この選抜の入学検査は、面接を必須とし、これに加え、各高等学校・学科の

実情に応じて、作文、基礎学力検査、プレゼンテーション、実技検査から一つ

を当該高等学校長が選択して実施する。

なお、面接の方法や日程等、面接の実施に関する必要な事項は、当該高等学

校長が定める。ただし 「自己の特性などを１分間程度で答えさせる質問」及、

「 」 。 、び グループ討議 は行わないこととする これらを行わないことについては

推薦選抜及び一般選抜も同様とする。

また、実技検査の内容は、現行で行われているものとする （音楽科及び美。

術科で行われているものは除く ）。

は 「入学願書 「調査書」等の一般選抜の出願(7) この選抜の出願に当たって 、 」、

に要する書類に加えて 「志望理由書」を志願先の高等学校長に提出する。、

３ その他の選抜

(1) 推薦選抜について

ア この選抜を全ての高等学校・学科において実施すること及び合格者数は、

現行どおりとする。

上記２(1)アに伴い、 推薦は農業科と水産科のいわゆる後継者推薦のみイ

とする。

(2) 全日制単位制高等学校にかかる入学者選抜について

ア この選抜の実施時期は、一般選抜よりも早い時期に実施する推薦選抜と同

じとする。

イ この選抜と特色選抜及び推薦選抜は、併願できないこととする。

ウ この選抜の学力検査は、基礎学力検査とする。

エ その他の事項は、令和２年度の本協議会議のまとめのとおりとする。

(3) 外国人生徒及び中国帰国生徒等にかかる入学者選抜について

ア この選抜の実施時期は、一般選抜よりも早い時期に実施する推薦選抜と同

じとする。

イ この選抜と特色選抜及び全日制単位制高等学校にかかる入学者選抜は、併

願できないこととする。

ウ その他の事項は、現行どおりとする。

４ 実施時期

新しい入学者選抜制度の実施時期は、１から３までを含め、令和５年度入学者

選抜からとする。

◇ 解 説

（諮問理由）

１ 令和２年１月の本協議会議のまとめを受け、同年６月に愛知県公立高等学校入学者

選抜制度の改善に関する検討会議（以下「検討会議」という ）を設置し、同年１１月。

に全日制課程における新しい入学者選抜制度の大枠についてまとめを得た。

検討会議のまとめでは、一般選抜において２校に志願できることは現行どおりとし

つつ学力検査は１回とすること、一般選抜の面接の有無は各高等学校の裁量とするこ

と、一般選抜における校内順位の決定方式は各高等学校・学科の特色がより生かせる
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ようにすること、一般選抜の合格者発表日は現行よりも早めるよう努めること、推薦

選抜は一般選抜よりも早い時期に実施すること、新たに「特色選抜」を設けること等

が示された。

これらのうち、一般選抜における校内順位の決定方式と特色選抜等については、具

体的な内容を定める必要があるため、今年度、諮問することとした。

（一般選抜における校内順位の決定方式）

２ 一般選抜における校内順位の決定においては、調査書の評定得点と学力検査合計得

点の累積人数がともに各高等学校の定める基準人数内にある者を「Ａ 、それ以外の」

者を「Ｂ」とし、校内順位の決定は「Ａ 「Ｂ」の順で行っている （参考１）」、 。

このような「Ａ」と「Ｂ」の区分は、実質的に受検生の合否に影響がなく、また、

より分かりやすい制度とするため、新制度では行わないこととした。

なお 「Ａ」と「Ｂ」の区分を廃止することによって、評定得点と学力検査合計得、

点の重み付けが変化することはない。

３ 校内順位を決定する際に、各高等学校が選択して用いている評定得点と学力検査合

計得点の比率については 現行のⅠ Ⅱ Ⅲの３通りの方式 参考１ に加えて 評、 、 、 （ ） 、「

定得点を２倍」する方式と「学力検査合計得点を２倍」する方式を新たに設けて５通

りとし、各高等学校・学科の特色をより生かすことができるようにした。

なお、これらの方式を適用することによって、合否に関わる影響を受ける可能性が

あるのは、合否ライン付近に位置する受検生のみである。

（特色選抜）

４ 特色選抜を実施する高等学校・学科は、① 職業学農業や工業を始めとする全ての

理数・体育・外国語・国際教養に関する学科、総合学科、コースを設置する科、②

普通科、特色ある教育課程を有する普通科、③ 地域に根差し、地域貢献を特色とす

実施するかどうかは、高等学校長が決定するこる高等学校とした。また、特色選抜を

ととした。

なお、上記①は、現行の推薦選抜における 推薦（参考２）を特色選抜に移すこと

としたものである。

音楽科と美術科については、現行の推薦選抜における 推薦（参考２）がすでに特

色選抜と同等の機能を有していることから、特色選抜を実施しないこととした。

５ 特色選抜の実施時期は、この選抜の特性を考慮し、一般選抜よりも早い時期に実施

する推薦選抜と同じとした。

特色選抜と推薦選抜は併願できないこととした。また、

、６ 募集人員の２０％程度までを上限とし特色選抜の定員枠は 当該高等学校・学科の、

その範囲で、実施校が実情に応じて「○人程度まで」というように具体的な人数の上

限を定めることとした。

また、 全校・全学科で実施し、定員枠（合格者数）も現行ど推薦選抜は現行どおり

、一部の高等学校・学科で実施する特色選抜の定員枠は、推おりとすることを踏まえ

薦選抜とは別にすることとした。

、 、７ 特色選抜の入学検査は 面接 を必ず行い これに加えて、「 」 、 「作文 基礎学力検査

プレゼンテーション、実技検査」の中から、学科等の特色を踏まえて実施校が一つを

選び、行うこととした。

特色選抜における面接の方法等は、実施校で定めることとした。８

ただし、新制度では、特色選抜、推薦選抜ともに一般選抜とは別日程で早い時期に

実施することから、現行に比べて受検生一人当たりの面接時間を確保することができ

る。そのため、現行の推薦選抜で行っている「自己の特性などを１分間程度で答えさ

せる質問」は、新制度では、推薦選抜を含めて行わないこととした。
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入学願書」と「調査書」に加え 「志望理由書」を提出す９ 特色選抜の出願書類は 「、 、

ることとした。受検生本人が受検する高等学校や学科で学びたい意欲などを「志望理

由書」に記載し、その内容を踏まえて面接を行うことで、より有効な選抜資料を得る

ことが可能となる。

10 農業科と水産科においては、平成２８(2016)年度までの旧制度では 「将来、農業、

又は水産に関する職業に就く、若しくはこれらの後継者となる意志を有する者」を対

象として「後継者推薦」が行われていた 「後継者推薦」は、現行では、全ての職業。

学科で行われている 推薦の中に取り込まれているが、現行の 推薦を特色選抜に移

すこととしたため 「後継者推薦」は新制度における 推薦として改めて位置づける、

こととした （参考２、参考３）。

（全日制単位制高等学校にかかる入学者選抜）

11 令和４(2022)年度から全日制単位制に改編する県立守山高校と県立幸田高校におい

て、不登校経験のある生徒を対象として実施する「全日制単位制高等学校にかかる入

学者選抜 （以下「全日制単位制選抜」という ）は、不登校経験のある生徒の状況等」 。

に配慮し、新制度では、早期化される推薦選抜と同じ日に実施するとともに、学力検

査は「基礎学力検査」とした。

また、全日制単位制選抜と特色選抜・推薦選抜は、併願できないことした。

（外国人生徒及び中国帰国生徒等にかかる入学者選抜）

「 」（ 「 」12 外国人生徒及び中国帰国生徒等にかかる入学者選抜 以下 外国人生徒等選抜

という ）については、昨年の検討会議のまとめにおいて、一般選抜の日程の中で実。

施している現行の日程を改め、早い時期に実施する、とされていることから、推薦選

抜・特色選抜・全日制単位制選抜と同じ日に実施することとした。

また、外国人生徒等選抜と特色選抜・全日制単位制選抜は、併願できないこととし

た。

（新制度の実施時期）

13 昨年の検討会議のまとめには、一般選抜における校内順位の決定方式と特色選抜の

実施時期については、本協議会議における検討状況等を考慮し、柔軟に取り扱うこと

を可能とする旨が記されているが、協議の結果、当初の予定どおり、現在の中学校２

年生が受検する令和５(2023)年度入学者選抜から、新しい制度により実施することと

した。
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（参考１）全日制課程一般選抜における校内順位の決定について

１ 受検者を「Ａ」及び「Ｂ」に分ける。

(1) 調査書の評定得点（ ）と学力検査合計得点（ ）の累積人数がともに※１ ※２

各高等学校の定める基準人数内にある者について、その他の入学者選抜の資料

を総合的に判断した上で、この者を「Ａ」とする。

なお、基準人数は、各高等学校・学科の募集人員から推薦選抜及び特別選抜

（海外帰国生徒選抜、外国人生徒等選抜、全日制単位制選抜、連携型選抜）の

合格者数を減じた人数を原則とする。

(2) 上記「Ａ」に属さない全ての受検者を「Ｂ」とする。

２ 一般選抜における校内順位の決定は 「Ａ 「Ｂ」の順序で、総合的に行う。、 」、

各高等学校があらかじめ選択した次の３ 「Ｂ」における順位の決定については、

によって得られた数値を基礎資料とした上で、総Ⅰ Ⅱ Ⅲ、 、 のいずれかの方式

合的に行う。

（評定得点）＋（学力検査合計得点）Ⅰ

｛ 評定得点）×１.５ ｝＋（学力検査合計得点）Ⅱ （

（評定得点）＋｛ 学力検査合計得点）×１.５ ｝Ⅲ （

※１ 評定得点は、調査書の「学習の記録」の評定合計を２倍した数値とし、最高

を９０点（５点×９教科×２）とする。

※２ 学力検査合計得点は、国語、数学、社会、理科及び外国語（英語）の各教

科の得点の合計とし、最高を１１０点（２２点×５教科）とする。
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（抜粋）（参考２）令和３年度愛知県公立高等学校入学者選抜実施要項

第８ 入学者の選抜

３ 推薦選抜における合格者の決定

、 、 、 、 、 、 、 、 、 、(2) 農業 工業 商業 水産 家庭 看護 福祉 理数 体育 外国語

国際教養に関する学科及び総合学科

ア 推薦選抜における合否の判定は 出身中学校長から提出された 推、 「

薦書 「調査書 、その他必要な書類の内容及び面接等の結果を資料」、 」

、 、 。 、として 次のいずれかの選抜基準に基づき 総合的に行う その際

学力検査の成績は用いない。

（中略）

○ 農業、工業、商業、水産、家庭、看護及び福祉に関する学科にエ

おいては、人物が優れており、進路希望が明確で、将来、当該学

科に関する職業に就く意志を有する者

（中略）

(3) 音楽及び美術に関する学科

ア 推薦選抜における合否の判定は 出身中学校長から提出された 推、 「

薦書 「調査書 、その他必要な書類の内容、面接及び特別検査等の」、 」

、 、 。結果を資料として 次のいずれかの選抜基準に基づき 総合的に行う

その際、学力検査の成績は用いない。

○ 人物が優れており、当該学科の分野で優れた能力・適性及び実ア

績等を有する者

（後略）

（抜粋）（参考３）平成28年度愛知県公立高等学校入学者選抜実施要項

第10 推薦入学

８ 合格者の決定

、 、 、 、 、 、 、 、 、 、(2) 農業 工業 商業 水産 家庭 看護 福祉 理数 体育 外国語

国際教養に関する学科及び総合学科については、次のとおりとする。

（中略）

イ 合否の判定は、提出された書類の内容及び面接等の結果を資料と

して、次のいずれかの選抜基準に基づいて、総合的に行う。

（中略）

○ 将来、農業又は水産に関する職業に就く、若しくはこれらの後エ

継者となる意志を有する者 （農業又は水産に関する学科の志願。

者の場合のみ）

（後略）


